
保健体育科　第３学年　　本時の指導計画例
	題材名　　　　　　　　　　　　　　
	本時のねらい　 
	時数

	「　　球技（ネット型・バレーボール）　　」
	三段攻撃を行うためのポイントを理解し，ゲームを行う。
	　（　８　/　１２　）

	※評価規準において，【知】は知識・技能，【思】は思考・判断・表現，【態】は主体的に学習に取り組む態度　を表す。

	段階
	学習活動
	指導上の留意点
	評価規準と方法
	仙台版
スタンダードカリキュラムの視点

	導
入
	１　本時のねらいを確認する。
２　ペアでオーバーハンドパスとアンダーハンドパスを使い分けて，ラリーを続ける。
３　サービスゾーンからネット越しでサービスの練習を行う。
	
・仲間の選んだパスがふさわしいか確認しながら行わせる。
・仲間のサービスのフォームを見て，改善点があれば具体的に伝えさせる。
	
	　

	展
開
	４　両手投げトスから助走してスパイクの練習を行う。


５　三段攻撃につなげることをチームで考えながらゲームを行う。



	・仲間の助走からの一連の動作を確認し，改善点があれば具体的に伝えさせる。

・１人１台端末を使用させる。
・ゲームの全体が映る撮影場所を確認させる。
・班で撮影映像を確認し，三段攻撃が成功するための改善点を伝えさせる。

	[bookmark: _GoBack]【思】三段攻撃について自己やチームの課題を発見し，課題解決に向けた自己の考えを他者に伝えことができる。［観察・学習カード］
	


②ゲームを撮影し，改善点を確認させる。（１人１台端末等の活用）
③ゲーム内容から，チームや仲間の改善点を伝えさせる。

	ま
と
め
	６　各チームでねらいが達成できたか振り返る。


７　各チームから出た成果や課題を発表し，全体で共有する。
	・課題については，次回どのように取り組めば改善できるか話し合わせる。

	　
	　



※仙台版スタンダードカリキュラムの視点において，①は副読本の活用，②は情報活用能力，③は言語能力，④は地域の特性，⑤はたく生き　を表す。

